






























































































































































































3. 結論   
 日本における大衆文化は、「文字」「音」「絵」を楽しんだ嘗ての大衆小説「合巻」に象徴され
るように理論を持たない曖昧で自由なものであった。そして日活向島において連綿と受け継が
れてきた近世的な感性もまた、曖昧で形而上的なものであったと考えられる。そのような西洋
的概念から距離を置きつつ向島で時間をかけ洗練された撮影術は、近代科学に基づく理論を伴
わない、形而上的な価値観とともに発達したものであり、カメラという自動装置を用いながら、
その固有の性質である客観性や写実性を重要視するのではなく、人間の主観に基づいて被写体
を捉えているという点で特異でるといえる。その西洋的概念とは別世界ともいえる近世的な世
界観の中に向島映画の独自性が確認できるのである。向島撮影所で製作された新派映画の特有
性は、外国作品を模倣せず、また映画を科学的に捉えないことで生まれた、日本に依拠した日
活固有の叙情性溢れる世界観、人間を通して世界を見つめる向島流「リアリズム」にあると考
えられる。向島撮影所における「向島映画」の発達とは、「女形」俳優と共に向島独自の芸術性
を確立させ、「女優」を採用して向島流「リアリズム」を伴った「現代劇映画」製作へといたる
過程であると考えられるのである。 
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